
１月２２日の日経新聞に「米ＩＴ人員削減、３万人超に」という記事がありました。米テクノロジ

ー企業による人員削減が続いています。米ＩＴ業界にとって、昨年２０２２年は、事業拡大に急

ブレーキがかかった厳しい１年でした。グーグルはグループ社員の６％にあたる１２,０００人を

削減すると発表しました。「過去２年にわたり事業の急成長に対応するために採用を加速した

が、経済環境が変わった」とグーグル CEO は社員にメールで説明。 

報道や企業発表に基づき人員削減を追跡するウェブサイト「Layoffs.fyi」によると、昨年初め

から１,０００社以上の米ＩＴ企業が、合計で１５万人を超える従業員を解雇しています。最新で

は、アマゾン・ドット・コムが１８,０００人以上の人員削減計画を発表しました。 

コロナ禍で進んだ社会のデジタル化に素早く対応し社員を急速に拡大したが、現在はその

反動が出てきています。人員削減するとしても、社員数は２０１９年比で約５割増加もしており、

コロナ禍におけるデジタル化の急拡大を物語っています。 

さらに米国では人員削減の動きが、ＩＴ業界から金融業界へと広がりを見せ始めています。

米金融大手ゴールドマン・サックスが、最大３,２００人の人員削減に乗り出すことが１月に報じ

られました。全従業員の約６％に相当する規模で、リーマンショック以降で最大規模の人員削

減になります。私たちにとってとても厳しい年になると思いますが、あらゆる手段と知恵を絞っ

て“生き残る”ことを考えて行きたいと思います。 

電気料金の高騰が続いています。寒い冬には欠かせない暖房器具ですが、「暖房器具を

使うとき、電気代が気になる」という方が今年は特に多いのではないでしょうか。 

コロナ禍による在宅勤務も多くなり、暖房器具を長時間使うことも多くなっています。この冬

の時期の電気代の高さは、いろいろな物の値上げとともに頭の痛いところです。 

平均モデルの家庭の場合、２０２３年１月の電気料金は９,１２６円です。一方、１年前の２０２２

年１月の電気料金は７,６３１円でしたので、電気料金はこの１年間で約１,５００円も値上がりして

います。代表的な暖房器具である「エアコン」「電気ストーブ」「電気ファンヒーター(セラミックフ

ァンヒーター)」「オイルヒーター」「ホットカーペット」「こたつ」の６種類になりますが、それぞれ

の暖房器具には電気代がどのくらいかかるのか把握し、工夫して少しでも節約したいもので

す。最も電気代が高いのは電気ファンヒーター、最も電気代が安いのはこたつ(弱)のようです

が、エアコンも比較的、低コストな暖房器具です。暖房器具による電気代を少しでも抑えるな

ら、エアコンとこたつを併用してエアコンの設定温度を下げる、また、エアコンで部屋が暖まる

までの間、電気ストーブを短時間のみ使用するなどの工夫をするのがおすすめのようです。 

また、電気代の節約には、電気代が安い暖房器具を使うことも大事ですが、暖房器具が複

数ある場合には、暖める範囲によって適切な

暖房器具を使い分けることもポイントになりま

す。 

また、家でも暖かい服装をする、断熱シート

を使用するなど、電気代節約のためにできる

工夫はいろいろとあります。 

身体のことを考えて、無理のない範囲で節

電に取り組まなければいけませんが、やはり

家計は大変ですね。 

日本ではデフレ下が長く続いたせいかイン

フレに対してとても敏感に反応してしまうこと

は仕方のない事だと思います。 

 

 

◆建設的な生き方へのお手伝い（ Just do it！）◆ 

〜あなたの悩み事は当社までご相談下さい〜 

【今月の一冊】 それをお金で買いますか 
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【座右の銘にしたい名言】 

待っているだけの人達にも何かが起こるかもしれないが、それは 

努力した人達の残り物だけである。 （リンカーン/アメリカの第16代大統領） 


